
統計１－１８　不正アクセス行為の認知件数（平成14～18年）

329 212 356 592 946
海外からのアクセス 13 35 37 53 37
国内からのアクセス 286 158 303 487 855
アクセス元不明 30 19 16 52 54

注１：

注２：　件数とは、被疑者が行った犯罪構成要件に該当する行為の数をいう。
　なお、不正アクセス行為の件数の計上については、一つのアクセス制御機能に対する一
つの手口による侵害行為が１回あったことをもって１件としている。ただし、被疑者が異なる
場合（共犯は除く。）はそれぞれ１件として計上し、短期間に一つのアクセス制御機能に対し
て同一手口による侵害が連続的に行われ、実質上１回の行為とみなし得る場合は包括して
１件としている。

1815
       　　　　　　　　　　　　　年次
区分

　認知とは、被害の届出を受理した場合のほか、余罪として確認した場合、報道を踏まえて
確認した場合、援助の申出を受理した場合、その他関係資料により不正アクセス行為の事
実確認ができた場合としている。

認知件数

14 16 17


